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第４８回 鶴居村家畜共進会

六
月
三
日
、
鶴
居
村
家

畜
共
進
会
場
で
、
第
四
十

八
回
鶴
居
村
家
畜
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
居
・
幌
呂
地
区
か
ら

乳
牛
・
二
十
四
頭
、
馬
・

八
頭
が
出
陳
さ
れ
、
審
査

員
は
、乳
牛
の
部
更
別
村

酪
農
家
今
村
敏
幸
氏
、馬

の
部
釧
路
農
協
連
杉
原

好
彦
氏
が
務
め
ま
し
た
。

デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
は
、

当
Ｊ
Ａ
の
不
藤
佑
希
菜
職

員
が
務
め
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
、
鶴
居
・
（農）
清
和
農

場
の
出
品
牛
ウ
イ
ズ
ダ

ム
ア
フ
タ
ー
シ
ヨ
ツ
ク

ス
ト
ー
リ
ー
（
10
部
４
歳

経
産
ク
ラ
ス
）、馬
の
部
は
、

幌
呂
・
松
井
紀
行
さ
ん
の

出
品
馬
「
菊
岳
」
が
最
高

位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者

は
表
の
通
り
で
す
。

審査員：今村 敏幸 氏

入　賞　牛　一　覧　表
グランドチャンピオン

ウイズダム　アフターシヨツク　ストーリー （農） 清 和 農 場 鶴居

リザーブグランドチャンピオン
パインヘイブン　マタドーア　Ｉ－ＯＮ　ラテイオス 松　井　俊　治 幌呂

未経産
最高位 マチムラ　ベツス　アイオーン　フラニー 安 藤 　 功 幌呂
準最高位 ヒシヌマフアーム　リベラル　ブレーク　アツト ㈲菱沼ファーム 鶴居

経　産
最高位 ウイズダム　アフターシヨツク　ストーリー （農） 清 和 農 場 鶴居
準最高位 パインヘイブン　マタドーア　Ｉ－ＯＮ　ラテイオス 松　井　俊　治 幌呂

部 結果 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
１部１等１席 レデイバーク　アイ　アトニー （農） 清 和 農 場 鶴居
２部１等１席 エルムパーク　ＢＣ　マリリン 安 藤 　 功 幌呂
３部１等１席 パインヘイブン　ジヤスパー　アツトウツド　ムンナ　Ｘ 松 井 俊 治 幌呂
４部１等１席 ヒシヌマフアーム　リベラル　ブレーク　アツト ㈲菱沼ファーム 鶴居

６部１等１席 マチムラ　ベツス　アイオーン　フラニー 安 藤 　 功 幌呂
７部１等１席 Ｔ Ｋ Ｓ　 ゴ ー ル ド　 オ ボ ン 清 水 武 志 鶴居
８部１等１席 インペルダウン　ゴールド　オア　タイム 増 田 一 真 鶴居
９部１等１席 パインヘイブン　マタドーア　Ｉ－ＯＮ　ラテイオス 松 井 俊 治 幌呂
１０部１等１席 ウイズダム　アフターシヨツク　ストーリー （農） 清 和 農 場 鶴居

入 賞 馬 一 覧 表
最 高 位 菊　　　　　岳 松 井 紀 行 幌呂
準 最 高 位 カツキョウヒメ 田 中 光 儀 鶴居

部 順　位 名　　号 出　品　者 地区
１部（和種馬）１等１席 姫 桜 平 田 忠 幸 鶴居
２部（小格馬）１等１席 ジ ュ リ ア 平 田 忠 幸 鶴居
５部（農用馬牝2～3歳）１等１席 菊 岳 松 井 紀 行 幌呂
６部（農用馬牝4歳以上）１等１席 カツキョウヒメ 田 中 光 儀 鶴居
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白糠・音別支所 合同乳牛共進会

六
月
九
日
、
白
糠
町
家
畜
共
進

会
場
で
、
当
Ｊ
Ａ
白
糠
・
音
別
支

所
合
同
乳
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

両
地
区
か
ら
計
三
十
一
頭
が
出

品
さ
れ
、
上
士
幌
町
酪
農
家
吉
田

智
貴
氏
が
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン
は
、
当
Ｊ

Ａ
の
今
野
佳
奈
職
員
が
務
め
ま
し

た
。グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、

審査員：吉田 智貴 氏

白
糠
・
松
田
浩
二
さ
ん
の
出
品
牛

エ
メ
ラ
ル
ド
ロ
ー
リ
ン
フ
イ
ー

バ
ー 

エ
ス
ト
フ
タ
ゴ
（
９
部
四

歳
経
産
ク
ラ
ス
）、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
は
、
白
糠
・
林
稔
幸
さ

ん
の
出
品
牛
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー
ブ
ロ

ー
ジ
ユ
デ
イ
ー
タ
ラ
Ｅ
Ｔ
（
２

部
未
経
産
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表
の

と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン

エメラルド　ローリン　フイーバー　エスト　フタゴ 松 田 浩 二 白糠

リザーブグランドチャンピオン

ヘイチヤン　スターブライト　ゴールド　Ｄ　ロジー　ＥＴ 合伊深ファーム 白糠

ジュニアチャンピオン

ウツズスター　ブロー　ジユデイー　タラ　ＥＴ 林 　 稔 幸 白糠

リザーブジュニアチャンピオン

Ｋ Ｗ Ｆ　 サ ン チ エ ス　 ア ン　 ブ ロ ー ビ ユ ー ㈱敬和ファーム 音別

部 結果 名　　　　　　　号 出 � 品 � 者 地区

１部 １等１席 ＫＷＦ　アニカ　ミツシエルチエン　ビユー ㈱敬和ファーム 音別

２部 １等１席 ウツズスター　ブロー　ジユデイー　タラ　ＥＴ 林 　 稔 幸 白糠

３部 １等１席 ＫＷＦ　サンチエス　アン　ブロービユー ㈱敬和ファーム 音別

４部 １等１席 ＢＳ　ギヤレツト　ヒル ㈱大坂ファーム 音別

７部 １等１席 ヘイチヤン　スターブライト　ゴールド　Ｄ　ロジー　ＥＴ 合伊深ファーム 白糠

８部 １等１席 ヤングヒル　サンチエス　ストー　アイ 青 田 一 輝 音別

９部 １等１席 エメラルド　ローリン　フイーバー　エスト　フタゴ 松 田 浩 二 白糠

１０部 １等１席 ＫＷＦ　サンチエス　アニカ　ダーハム　ビユー　ＥＴ ㈱敬和ファーム 音別
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ＪＡ女性部４地区交流会

講  演　の　様　子

会食をしながら親睦を深めました。

クイズでの回答風景

六
月
五
日
、
釧
路
市
音

別
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。例

年
行
な
わ
れ
て
い
る

４
地
区
合
同
の
交
流
会
に
、

女
性
部
員
・
関
係
者
合
わ

せ
て
三
十
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

釧
路
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
中
西
部
支
所
支

所
長
山
上
朝
香
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
農
村
風
景
」
と
題
し
た

講
演
が
行
な
わ
れ
、
参
加

者
は
農
村
景
観
の
重
要
性

に
つ
い
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

講
演
会
後
は
、
参
加
者

全
員
で
会
食
を
し
、
ク
イ

ズ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

行
な
い
な
が
ら
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
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外国人技能実習生 受入対面式

外
国
人
実
習
生
講
習
会講 習 の 様 子

五
月
二
十
一
日
か
ら
六
月
十
九
日
迄
の

一
ヵ
月
間
、
本
所
で
外
国
人
技
能
実
習
生

講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

実
習
生
は
、
技
能
習
得
活
動
前
に
、「
外

国
人
技
能
実
習
制
度
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
講
習
会
の
受
講
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
職
員
や
外
部
講
師
の
指
導
で
、
日

本
語
教
育
・
酪
農
の
基
礎
知
識
（
乳
牛
飼

養
管
理
）・
生
活
知
識
・
労
働
法
等
を
学
び
、

今
後
の
実
習
に
備
え
ま
し
た
。

五
月
二
十
日
、
本
所
で
、
外
国
人
研

修
生
受
入
協
議
会
（
松
井
俊
治
会
長
）

に
よ
る
、
外
国
人
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
技

能
実
習
生
受
入
対
面
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
対
面
式
は
、

今
回
で
五
回
目
を
迎
え
、
技
術
・
技
能

を
習
得
す
る「
外
国
人
技
能
実
習
事
業
」

の
実
施
に
よ
り
、
日
本
の
酪
農
技
術
を

取
得
し
、
実
習
生
母
国
の
酪
農
業
発
展

に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
日
本
の
文
化

等
に
ふ
れ
な
が
ら
、
日
本
に
対
し
て
正

し
い
理
解
を
深
め
、
国
際
貢
献
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
受
け
入
れ
を
す
る
鶴
居
一
農
場
、

幌
呂
二
農
場
の
代
表
者
が
、
五
名
の
実

習
生
と
対
面
し
、
事
前
講
習
を
経
て
今

後
実
習
期
間
へ
と
入
る
た
め
の
準
備
・

心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
農
場
及
び
実
習
生
に
つ
き

ま
し
て
は
、
実
り
多
い
実
習
期
間
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
期
待
致
し
て
お

り
ま
す
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

購
入
飼
料
費
が
高
騰
す
る
昨
今
、

飼
料
費
の
適
正
化
は
経
営
に
直
結
す

る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

飼
料
の
給
与
量
を
過
不
足
な
く
調

製
し
、
飼
料
費
の
適
正
化
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

①
実
頭
数
と
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
製
頭
数

Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
給
与
を
考
え
る
場
合
、

ま
ず
は
、
給
与
対
象
と
な
る
飼
養
頭

数
と
作
成
頭
数
の
把
握
が
必
要
で
す
。

分
娩
、
乾
乳
、
群
間
の
移
動
な
ど

で
飼
養
頭
数
は
日
々
変
動
し
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
し
て
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
調
製
頭

数
も
変
更
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り

ま
す
。

飼
養
頭
数
に
対
し
て
調
製
頭
数
が

多
い
と
、
余
計
に
飼
料
費
を
か
け
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
飼

料
代
の
積
み
重
ね
は
決
し
て
見
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
飼
養
頭
数
に
対
し
て
調
製

頭
数
が
少
な
い
場
合
は
、
何
ら
か
の

食
え
な
い
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
二
、
三
頭
の
増

減
は
許
容
範
囲
と
い
え
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
な
る
と
き
は
給
与
内
容
を

見
直
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

調
製
頭
数
を
あ
わ
せ
る
シ
ー
ト
の

工
夫
例

こ
の
シ
ー
ト
で
は
一
頭
あ
た
り
の

給
与
量
と
頭
数
に
応
じ
た
量
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
製
量
の
考
え
方

○ 

飼
養
頭
数
に
対
し
て
調
製
頭
数
が

多
い
場
合

• 

乾
物
要
求
量
に
対
し
て
給
与
量
が

不
足
し
て
い
る
↓
乳
量
設
定
を
見

直
す
。

• 

サ
イ
レ
ー
ジ
の
水
分
が
高
ま
っ
て

い
る
↓
投
入
量
を
増
や
す
。

同
じ
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
内
で
も
、

ほ
場
や
草
種
、
天
候
、
予
乾
な
ど
で

水
分
は
異
な
り
ま
す
。
写
真
一
は
同

じ
重
さ
で
水
分
が
異
な
る
グ
ラ
ス
サ

イ
レ
ー
ジ
の
ガ
サ
を
示
し
た
も
の
で

す
。
水
分
は
左
側
が
七
十
％
、
右
側

が
八
十
一
％
で
す
。

水
分
が
高
ま
れ
ば
ガ
サ
が
減
る
の

で
、
一
頭
あ
た
り
の
量
を
増
や
な
け

れ
ば
牛
が
満
足
し
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ

の
重
さ
だ
け
で
な
く
、
ガ
サ
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
明
ら
か
に

変
わ
っ
た
場
合
は
粗
飼
料
分
析
等
で

成
分
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

飼
養
頭
数
に
対
し
て
調
製
頭
数
が

少
な
い
場
合

• 

前
述
の
反
対
に
乳
量
設
定
を
下
げ

た
り
、
サ
イ
レ
ー
ジ
が
乾
い
て
き

て
ガ
サ
が
増
え
れ
ば
、
一
頭
あ
た

り
の
量
を
減
ら
す
対
応
が
必
要
で

す
。

○
そ
の
他
の
要
因

 

Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
過
不
足
は
、
エ
サ
側
の

要
因
だ
け
で
な
く
、
飼
養
環
境
や

牛
作
り
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。

 

次
の
よ
う
な
管
理
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

• 

飼
槽
の
掃
除
、
エ
サ
押
し
、
飲
水

量
の
確
保

• 

寝
起
き
し
や
す
い
ス
ト
ー
ル
構
造
、

暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

• 

乾
乳
期
か
ら
の
食
い
込
み
量
を
落

と
さ
な
い
管
理
、
育
成
の
腹
づ
く

り
な
ど
。

毎
日
の
残
飼
の
量
を
モ
ニ
タ
ー
し

な
が
ら
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
給
与
に
つ
い
て

今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
十
七
年
六
月
作
成
）
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写真１　水分とガサの違い

Ｔ
Ｍ
Ｒ
給
与
を

考
え
ま
し
ょ
う

設定乳量 30 ㎏

農　場　名 体重 乳脂 乳タンパク 産次数
普　及　太　郎 646 4.0  3 . 2 2

単　価 飼　料　名 1　頭　数 50　頭　数 52　頭　数 54　頭　数
0 グラスサイレージ 25.0 25 1,250 1,250 1,300 1,300 1,350 1,350
0 コーンサイレージ 20.0 45 1,000 2,250 1,040 2,340 1,080 2,430

45 ビ ー ト パ ル プ 2.0 47 100 2,350 104 2,444 108 2,538
50 配 合 飼 料 4.0 51 200 2,550 208 2,652 216 2,754
50 コ ー ン 圧 片 1.0 52 50 2,600 52 2,704 54 2,808
60 大 豆 粕 0.5 53 25 2,625 26 2,730 27 2,835

180 リ ン カ ル 0.2 53 10 2,635 10 2,740 11 2,846
合 　 計 （㎏） 53 2,635 2,740 2,846
飼 料 代 （円） 406 20,300 21,112 21,924



ＪＡくしろ丹頂 担当配置薬推進員

谷田　将信 ☎015-482-5408

北海道厚生農業協同組合連合会

健 康 で 明 る い 暮 ら し を 守 る Ｊ Ａ 配 置

コンドロイチンは関節、目などに

含まれている成分です。関節で

は軟骨の水分を保つ役割を果

たしています。しかし、加齢とと

もにより体内での生成量が減少

します。

「ヒトミタンｆ」にはこのコンドロイ

チンが900㎎(1日3カプセル)含

まれています。

目の水分保持にも役立ちます。
ヒトミタンｆは医薬品です。

本会ではＪＡ配置薬推進員が取り扱っています。
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編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

□ 本格的な夏の訪れとともに、乳牛にも夏の暑さがこたえる季節となりました。
乳牛の暑熱対策として、水を十分に飲める環境、直射日光の遮断や通風換気、
害虫の駆除、毛刈りなど、乳牛が快適に過ごせる環境作りを実施し、生産
性の向上に努めて参りましょう。

□ 暑い夏を元気に乗り切るには、生活のリズムを守り、食生活に気を付ける
事が大切です。夏は、汗とともにナトリウム、カリウム、カルシウムなど
体に必要なミネラルも一緒に排泄されてしまうことから、体内のミネラル
バランスが崩れやすくなります。脂肪や糖質をエネルギーに変えるには、
ビタミンＢ１が必要で、ビタミンＢ１が不足すると疲労感や脱力感、食欲
低下など夏バテの症状が生じます。ビタミンＢ１は、うなぎや豚肉、レバ
ーなどに多く含まれており、同時に緑黄色野菜でミネラルを十分に摂り、
夏バテの予防を心掛けましょう。

■平成27年度 　生乳生産実績（6月）

月計乳量（kg） 6月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,515,195.7 101.2 25,502,975.4 101.7

（鶴居地区） 2,921,038.3 103.5 8,754,351.8 103.9

（幌呂地区） 2,198,210.6 98.5 6,638,160.6 99.7

（白糠地区） 1,812,563.0 100.9 5,408,762.8 101.2

（音別地区） 1,583,383.8 100.9 4,701,700.2 101.1

管 内 計 45,266,612.9 100.3 133,447,192.4 100.3

（前年度管内計） 45,117,056.5 133,101,224.4

理　事　会　報　告

６月定例理事会　平成27年6月30日（火）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．５月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�平成２７年度（第１四半期）にかかる監事

監査報告について
６．ＪＡバンク基本方針に基づく報告について

付議事項�
議案第１号　�融資の承認について
※以上原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．当面の業務日程について


